
































化したと 『日本書紀』は記している。これが南西諸島と朝廷との関わりの初見である 2)0 620年(推
古28年)8月にも、披玖人 2人が伊豆に流れ着いた記録が出ている。さらに 629年(箭明元年)4 
月に田部連が披玖に遣わされ、 631年2月には披玖人が帰化する等朝廷と南島の関わりが深まった
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成立、 1429年に 2代尚巴志が三山を統ー した。この第一尚氏統一王統は 7代 65年続き、その問、
国家経営の基盤を海外との交易に置き、明王朝から冊封を受け中国との紐帯を強めるとともに、東
シナ海の地の利を活かし中継貿易に乗り出し、日本、朝鮮はじめシャム、マラッカ、スマ トラ、パ
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2)宇治谷孟『日本書紀(下)J (講談社、 1988年) 108ページ。
3)宇治谷孟『続日本紀(上)J (講談社、 1992年)24ページ。







































































重なり (1846年のロー レンス号遭難事件、 48年のラゴダ号事件等)、捕鯨船の避難、補給の根拠地
として、日本にその開国を求める動きが強まったのである。
こうした状況の下、アメリカも日本への接触を開始 し、1837年にはモ リソン号を江戸に、また








1853年 7月8日朝、 M.C・ペ リー司令官の率いる蒸気船2隻、 帆船 2隻からなるアメ リカ艦
隊が伊豆半島沖に忽然とその姿を現し、江戸湾入口の浦賀沖に投錨 した。ペリー来航の目的、それ















はいえ、 53年当時の備砲は全部で 98門、うち 50ポンド以上の大砲はわずか 1門に過ぎなかった。














































































































果たし 135日に及ぶ本土滞在の後、下回を出たペリー艦隊はまたも那覇に寄港 (7月 1日)する。
神奈川条約と同じ内容の条約を琉球と結び、那覇を正式に開港させるためであった。琉球側は既
に日米和親条約締結の事実は知っていたが、清国や薩摩藩の手前もあり調印に跨踏した。しかしペ

















































































































































































































































50 国際地域学研究第 14号 2011年3月
て、はじめて琉球の戦略的価値に思惟をめぐらすというのが、当時の日本政府の実情で、あった。外務省編『日






21)松田道之「琉球藩処分方法案j芝原拓自他編『日本近代思想大系 12・対外観.](岩波書庖、 1988年)87~92 ペー
ン。
22)琉球政府編『沖縄県史 12・沖縄県関係各省公文書 u(琉球政府、 1966年)4ページ。















24) 我部政明、前掲書、 168~169 ページ。
25)杉田一次『近代日本の政戦略.] (原書房、 1978年)368ページ。
